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主 な 内 容
白井市の人口
（3月末日現在）
人口　60,028人（＋136）
男　　30,051人（＋67）
女　　29,977人（＋69）
世帯　22,022戸（＋98）
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市
で
は
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち　

し
ろ
い
」
を
目
指
し
、
第
４
次
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
（
平
成
18
年
度
〜
22
年
度
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

前
期
基
本
計
画
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
第
２
次
実
施
計
画
（
平
成
21
年

度
〜
22
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
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総
合
計
画
と
は
市
が
計
画
的
な
行

政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で
の
長
期

的
な
基
本
指
針
と
な
る
も
の
で
、
市

の
最
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
総

合
的
な
計
画
で
す
。こ
の
計
画
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基

本
構
想
」「
基
本
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画
」「
実
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計
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の
3
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
基
本
構
想
（
計
画
期
間　

平
成
18

年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
10
年
）

　

市
の
将
来
像
と
基
本
理
念
を
定
め
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
方
針
を
明
ら
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す
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基
本
構
想
を
受
け
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市
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将
来
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実
現
す
る
た
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に
各
分
野
ご
と
の
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策
を
体
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的
に
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理
し
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も
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で
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。
基
本
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を
前
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・

後
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現
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画
の
主
な
新
規
事
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は
左
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と
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す
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第２次実施計画の主な新規事業
事業名 事業概要

白井児童館
改修事業

利用者の利便性の向上と施設老朽化に対応するため、白井児童館
の改修工事を行います。　　　　　　　　　　　　【児童家庭課】

放課後子ど
もプラン事
業

子どもを対象として放課後や週末などに、安全・安心な活動拠点
（居場所）を設け、地域住民の参画を得て交流活動などを行います。

【生涯学習課】
小学校校舎
増築事業

児童数の増加による教室不足を解消するため、大山口小学校に８
教室分の校舎を増築します。　　　　　　　　　　【教育総務課】

学校評価推
進事業

地域に開かれた学校づくりの推進と学校運営の改善を図るため
に、学校運営の状況を自己評価し、その評価結果を受けて学校関
係者評価を実施し、結果を公表します。　　　　　【学校教育課】

地域防災計
画推進事業

災害時における防災体制を強化するため、地域防災計画の見直し
と推進を行います。　　　　　　　　　　　　　　【交通防災課】

鉄道駅エレ
ベーター等
整備補助事
業

高齢者や障害者などが鉄道を安全かつ円滑に利用できるようにす
るため、北総鉄道株式会社が実施する西白井駅・白井駅のバリア
フリー化設備の整備に対して補助金を交付します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企画政策課】

平和啓発活動
の推進事業

平和の尊さを改めて認識してもらうため、市民とともにさまざま
な啓発活動に取り組みます。　　　　　　　　　　【企画政策課】

市民団体活動
支援補助事業

市民と行政との協働によるまちづくりを推進するため、公益活動
を行う市民団体を支援し、活動に要する費用の一部を補助しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【市民参加推進課】

白井運動公
園整備事業

陸上競技場を安全に利用できるようにするため、場内の人工芝の
改修工事を行います。野球競技を主とした多目的運動広場の整備
を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　【生涯学習課】

谷田・武西
地区里山保
全推進事業

「千葉の里山・森づくりプロジェクト」（千葉県事業）を推進する
ため、リーディング事業・活動の推進地である谷田・武西地区（印
西市）にＮＰＯや事業者、行政などが協働して保全と活用システ
ムを検討し、必要な事業を展開します。　　　　　　　【環境課】

都市マスタープ
ラン推進事業

社会環境の変化に対応する土地利用計画とするため、都市計画マ
スタープランを見直します。　　　　　　　　　　【都市計画課】

※【　　】内は主管課です。
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を具現化するため、具
体的な事業を明らかに
する計画

第2次実施計画の位置
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白井運動公園で行われたスポーツフェスタ
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市
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中
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携
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図書館図書館司書司書がが行う行うおはなし会おはなし会昨年のしろい七福神　菖蒲まつり
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平成20年度

下半期
（10月1日～ 3月31日）

市の財政事情市の財政事情市の財政事情

一

般

会

計

財政用語の解説
議会費　議員の報酬や政務調
査費など議会の活動に必要な
経費です
総務費　市全体に関わる事務
のほか、広報、企画、交通安
全対策や庁舎の維持管理など
に必要な経費です
民生費　高齢者や障害者、児
童などの福祉の増進に必要な
経費です
衛生費　健康診断やごみ処理
など、健康や環境衛生のため
に必要な経費です
農林水産業費　農業、畜産の
振興や基盤整備などに必要な
経費です
土木費　道路整備や河川の改
修、橋の維持管理などに必要
な経費です
消防費　消防署の運営や消防
団の活動、災害対策などに必
要な経費です
教育費　学校教育や社会教育
などに必要な経費です
公債費　過去の借入金の償還
に必要な経費です
諸支出金　公営企業や特別会
計への繰り出しなどに必要な
経費です
市債　市がさまざまな事業を
行う上で必要な財源を調達す
るための借入金です
繰越明許費　諸事情により前
年度中に事業が完了できな
かったため、平成20年度に繰
り越された予算です
継続費逓

て い じ

次繰越　継続費は２
カ年度以上にわたり支出すべ
き経費の総額および年割額を
定めて支出できる経費で、各
年度の執行残額を最終年度ま
で順次繰り越して執行するこ
とです

地方債の残高

総務債 60億3,811万円
民生債 7億5,265万3千円
衛生債 4億2,914万3千円
土木債 2億7,290万5千円
消防債 7,811万1千円
教育債 50億1,814万2千円
下水道債 29億9,296万8千円

市の財産

土地 938,534平方㍍
建物 141,091平方㍍
車両 88台
有価証券 3億7,226万円
出資による
権利 3億6,841万7千円

基金
現金 33億7,808万3千円
土地 42,912平方㍍

歳入内訳

歳出内訳
区　　分 上半期 下半期 合　　計 予算額

議会費 9,187万3千円 8,964万円 1億8,151万3千円 1億8,443万2千円
総務費 9億6,230万9千円 16億2,085万4千円 25億8,316万3千円 33億7,217万2千円
民生費 15億1,322万3千円 17億3,640万1千円 32億4,962万4千円 38億4,797万6千円
衛生費 7億8,937万6千円 10億6,096万9千円 18億5,034万5千円 19億1,268万8千円
農林水産業費 4,366万3千円 5,681万9千円 1億48万2千円 1億809万9千円
商工費 8,256万2千円 5,446万円 1億3,702万2千円 11億5,064万3千円
土木費 1億5,843万3千円 3億2,187万6千円 4億8,030万9千円 10億3,310万3千円
消防費 5億1,756万4千円 5億542万3千円 10億2,298万7千円 10億3,469万円
教育費 8億2,218万1千円 18億7,831万1千円 27億49万2千円 29億211万1千円
公債費 8億1,162万9千円 8億6,498万4千円 16億7,661万3千円 16億7,762万円
諸支出金 3億2,725万3千円 5億7,937万6千円 9億662万9千円 10億8,725万9千円
そのほか 0円 0円 0円 2,131万6千円

区　　分 上半期 下半期 合　　計 予算額
市税 52億6,010万9千円 32億9,347万7千円 85億5,358万6千円 89億2,265万4千円
地方譲与税 5,024万4千円 6,913万5千円 1億1,937万9千円 1億7,100万円
地方消費税交付金 2億6,977万3千円 1億6,932万9千円 4億3,910万2千円 4億4,000万円
地方特例交付金 1億3,576万4千円 411万4千円 1億3,987万8千円 1億3,987万8千円
地方交付税 2億2,752万5千円 2億4,031万3千円 4億6,783万8千円 4億1,902万4千円
国庫支出金 2億2,453万円 9億3,803万8千円 11億6,256万8千円 26億2,372万4千円
県支出金 1億2,208万円 2億9,478万1千円 4億1,686万1千円 6億1,367万6千円
繰入金 403万8千円 7億779万9千円 7億1,183万7千円 7億2,643万円
繰越金 7億681万4千円 6,821万2千円 7億7,502万6千円 7億7,502万6千円
諸収入 1,386万3千円 14億938万1千円 14億2,324万4千円 16億1,489万円
市債 0円 2,570万円 2,570万円 13億4,320万8千円
そのほか 2億3,126万8千円 2億8,722万7千円 5億1,849万5千円 5億4,259万9千円

歳入
予算総額 183億3,210万9千円
収入済額 147億5,351万4千円
収入率 80.48％

歳出
予算総額 183億3,210万9千円
支出済額 148億8,917万9千円
執行率 81.22％

繰越明許費 1億8,281万7千円
継続費逓次繰越 911万円

計 1億9,192万7千円

市税の内訳
区分 予算額 収入済額

市民税 44億9,248万9千円 41億4,603万5千円
固定資産税 34億7,519万2千円 34億5,028万6千円
軽自動車税 4,854万7千円 4,905万円
市たばこ税 3億3,471万2千円 3億3,327万3千円
特別土地保有税 1千円 0円
都市計画税 5億7,171万3千円 5億7,494万2千円
計 89億2,265万4千円 85億5,358万6千円

　この「市の財政事情」は市の財政がどのように運営されているかを、3月31日現在でお知らせ
するものです（平成20年度の収入や支出となる金額の整理期間が5月31日まで設けられているた
め、最終的な決算額は現時点とは異なります）。
　平成20年度の一般会計予算は163億8,700万円でスタートしましたが、その後の補正などにより、
183億3,210万9千円となっています。予算額には平成19年度から繰り越された事業費1億9,192万
7千円が含まれています。
　下半期に行った主な事業には、白井駅・西白井駅における駐輪場を整備するための実施設計・
用地の購入（一部、事業が完了できなかったため、平成21年度に繰り越して実施します）や老朽
化した南山保育園園舎改築工事、児童が学習しやすい安全な教育環境を実現するための清水口小
学校校舎改修工事、道路の危険個所を示すハザードマップを作成・公開するための市民参加型交
通安全対策支援業務委託などがあります。

▲

■問　財政課財政班　内線3331・2

特別会計の予算執行状況
国民健康保険
（事業勘定）

予算額
47億9,863万9千円

収入済額
44億8,544万6千円

支出済額
44億6,675万4千円

老人保健

予算額
3億1,381万2千円

収入済額
3億1,399万円

支出済額
3億355万円

介護保険
（事業勘定）

予算額
18億1,246万5千円

収入済額
16億7,690万4千円

支出済額
15億5,010万7千円

後期高齢者医療

予算額
2億9,823万5千円

収入済額
2億9,513万2千円

支出済額
2億5,039万円

下水道事業

予算額
8億6,195万5千円

収入済額
8億4,524万7千円

支出済額
7億6,750万7千円

学　校　給　食
共同調理場事業

予算額
4億5,245万9千円

収入済額
4億5,261万7千円

支出済額
3億8,051万8千円

市営水道事業の執行状況
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ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
、
芸
術
の
活
動

な
ど
で
優
れ
た
成
績
を
お
さ
め
た
優

良
児
童
・
生
徒
、
長
年
に
わ
た
り
市

政
の
発
展
や
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
人
、
市
民
の
模
範
と
な
る

善
行
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
「
白

井
市
表
彰
式
」
を
3
月
25
日
に
市
役

所
で
行
い
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
の

功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
良
児
童
表
彰

◆
関
東
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
5
年

生
の
部　

第
3
位
ほ
か

鈴
木
千
晴
（
白
井
第
二
小
学
校
5
年
）

◆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

千
葉
県
選
考
会
小
学
男
子
6
年
1
0

0
ｍ
㍍　

第
1
位
ほ
か

沼
﨑
優
（
白
井
第
二
小
学
校
6
年
）

◆
千
葉
県
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
1
・
2
年
の
部　

26
㌔
㌘
級　

第

1
位
ほ
か

夏
井
花
乃
（
白
井
第
三
小
学
校
2
年
）

◆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

千
葉
県
選
考
会
小
学
女
子
5
年
1
0

0
㍍　

第
1
位
ほ
か

石
丸
由
実
（
白
井
第
三
小
学
校
5
年
）

◆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

男
子
4
×
1
0
0
㍍
（
第
1
走
者
）

第
2
位
ほ
か

髙
安
涼
太
（
清
水
口
小
学
校
6
年
）

◆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

男
子
4
×
1
0
0
㍍
（
第
4
走
者
）

第
2
位
ほ
か

池
田
曜
（
南
山
小
学
校
6
年
）

◆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

男
子
4
×
1
0
0
㍍
（
第
2
走
者
）

第
2
位
ほ
か

中
川
勇
人
（
南
山
小
学
校
6
年
）

◆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

千
葉
県
選
考
会

女
子
4
×
1
0
0
㍍
（
第
3
走
者
）

第
1
位
ほ
か

小
野
麻
里
奈
（
桜
台
小
学
校
6
年
）

◆
千
葉
県
管
弦
打
楽
器
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
小
学
校
ソ
ロ
の
部
（
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
）　

金
賞
ほ
か

川
副
萌
（
桜
台
小
学
校
6
年
）

◆
千
葉
県
吹
奏
楽
個
人
コ
ン
ク
ー
ル

金
管
楽
器
部
門
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

金
賞

星
大
樹
（
桜
台
小
学
校
6
年
）

優
良
生
徒
表
彰

◆
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大

会
千
葉
県
大
会
男
子
4
種
競
技　

第

1
位

恩
田
雅
大
（
七
次
台
中
学
校
3
年
）

◆
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大

会
千
葉
県
大
会
女
子
4
種
競
技　

第

1
位

小
林
彩
（
七
次
台
中
学
校
3
年
）

◆
千
葉
県
吹
奏
楽
個
人
コ
ン
ク
ー
ル

木
管
楽
器
部
門
（
フ
ル
ー
ト
）　

金

賞中
野
百
花
（
桜
台
中
学
校
1
年
）

◆
千
葉
県
管
弦
打
楽
器
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
大
会
小
学
校
ソ
ロ
の
部
（
バ

イ
オ
リ
ン
）　

金
賞

藤
田
花
観
（
桜
台
中
学
校
1
年
）

◆
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
管
打
楽
器
コ
ン

ク
ー
ル
テ
ュ
ー
バ
部
門
（
小
・
中
学

生
コ
ー
ス
）　

銀
賞

五
十
嵐
由
亜
（
桜
台
中
学
校
3
年
）

特
別
自
治
功
労
表
彰

◆
元
白
井
市
長

　
　
　
　
　

中
村
敎
彰
（
木
）

自
治
功
労
表
彰

◆
交
通
指
導
員

　
　
　
　
　

石
井
香
織
（
冨
士
）

大
森
壽
男
（
十
余
一
）

◆
行
政
相
談
委
員
・
行
政
連
絡
長

　
　
　
　
　

伊
藤
良
平
（
七
次
台
）

◆
元
副
市
長
・
助
役

　
　
　
　
　

中
村
良
雄
（
復
）

教
育
文
化
功
労
表
彰

◆
青
少
年
相
談
員

　
　
　
　
　

伊
藤
範
雄
（
根
）

◆
学
校
耳
鼻
科
医

　
　
　
　
　

菊
池
尚
子
（
根
）

保
健
衛
生
功
労
表
彰

◆
市
歯
科
医
師

　
　
　
　
　

甘
利
英
三
（
堀
込
）

　
　
　
　
　

岡
本
佳
樹
（
根
）

◆
母
子
保
健
推
進
員

　
　
　
　
　

入
江
富
士
子
（
南
山
）

　
　
　
　
　

小
西
千
春
（
け
や
き
台
）

　
　
　
　
　

佐
久
間
洋
子
（
桜
台
）

　
　
　
　
　

寺
田
秀
美
（
南
山
）

特
別
功
労
表
彰

◆
寄
附
活
動

　
　
　
　
　

株
式
会
社　

進
富

善
行
表
彰

◆
防
災
活
動

清
水
口
第
一
地
区
自
治
会
防
災
部

◆
防
犯
活
動

　
　
　
　
　

成
田
満
（
清
水
口
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
　
　

村
上
喜
栄
子
（
池
の
上
）

問　

秘
書
課
秘
書
班　

内
線
3
3
0

1

市

政

発

展

の　
　
　
　

市

政

発

展

の　
　
　
　

　
　

功
労
者
を
表
彰

　
　

功
労
者
を
表
彰

外
国
人
と
と
も
に
汗
を
流
そ
う

外
国
人
と
と
も
に
汗
を
流
そ
う

〜
国
際
親
善
ミ
ニ

〜
国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
〜

サ
ッ
カ
ー
大
会
〜

表彰を受けた表彰を受けた皆さん皆さん

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

昨年の国際親善ミニサッカー大会昨年の国際親善ミニサッカー大会

　

ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
先
進
国
と

言
わ
れ
る
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
で
国
際
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
。
市
内
や
近
隣
に
住
む
外
国
人

チ
ー
ム
を
中
心
に
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大

会
を
行
い
ま
す
。
見
学
者
も
歓
迎
し

ま
す
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
の
あ

る
人
、
外
国
人
と
の
交
流
に
興
味
の

あ
る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

17
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

5
時

※
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は
31
日

㈰
に
延
期
し
ま
す
。

場
所　

白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

持
ち
物　

昼
食

問　

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
☎

（
4
4
5
）
3
3
4
5
・
市
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室　

内
線
3
3

5
4
・
5

統
計
調
査
員
募
集

　

市
で
は
統
計
法
に
基
づ
い
て
国
な

ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査
に
従
事
す

る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
者

を
調
査
員
候
補
者
と
し
て
登
録
し
、

調
査
の
種
類
に
応
じ
て
調
査
員
と
し

て
従
事
を
依
頼
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
20
歳
以
上
で
期
間
中
に
調
査
活
動

に
専
念
で
き
る
人

②
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

③
調
査
区
域
内
の
移
動
が
で
き
る
人

④
選
挙
関
係
者
や
徴
税
・
警
察
に
直

接
関
係
の
な
い
人

業
務
内
容　

市
内
の
一
定
の
区
域

（
調
査
区
）
の
調
査
を
受
け
持
ち
、

事
業
所
や
世
帯
な
ど
調
査
の
対
象
を

訪
問
し
て
、
調
査
の
依
頼
、
調
査
票

の
配
布
・
回
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。

報
酬　

あ
り
（
報
酬
額
は
調
査
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
・
問　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
班

内
線
3
3
5
8
・
9
へ

春 の 叙 勲春 の 叙 勲

　叙勲は国や公共に対し功労のあっ
た人、社会の各分野において優れた
行いのあった人などに授与されるも
のです。
　市内では次の皆さんが受章されま
した。
危険業務従事者叙勲
　瑞宝双光章
　橘　鉄夫さん
　（元海上自衛隊3等海尉・七次台在住）
　増渕榮治さん
　（元警視庁警視正・野口在住）

補
助
金
評
価
委
員
会
委

員
を
募
集

　

市
で
は
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
活
動
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
市
が
独
自
に
交
付
す
る
補
助

金
の
公
平
性
や
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
第
三
者
に
よ
る
補
助
金
の
評

価
な
ど
を
行
う
「
補
助
金
評
価
委
員

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
募
集
す
る
委
員
を

含
め
6
人
の
委
員
で
構
成
し
ま
す
。

任
期　

委
嘱
日
か
ら
3
年

対
象　

市
内
在
住
満
20
歳
以
上　

2

人
（
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
）

※
自
治
会
を
除
く
市
の
補
助
金
交
付

団
体
、
今
後
補
助
金
申
請
を
予
定
し

て
い
る
団
体
の
関
係
者
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

　

応
募
後
に
関
係
者
と
な
っ
た
場
合

は
評
価
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

報
償　

会
議
1
回
5
、0
0
0
円（
平

成
21
年
度
は
平
日
8
回
を
予
定
）

申
・
問　

5
月
20
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接
財
政
課

行
政
改
革
推
進
室　

内
線
3
3
8
1

へ※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

　社会保険庁では平成21年4月から国民年
金・厚生年金の現役加入者を対象に「ねん
きん定期便」を毎年誕生月に送付していま
す。
【ねんきん定期便の内容】
○これまでの年金加入期間・履歴、年金保
険料の納付額
○加入実績に応じた年金受け取り見込み
額
○年金保険料の納付状況
【ねんきん定期便が届いたら】
　年金記録を確認し「もれ」や「誤り」が
あった場合は、同封の回答票にその旨を記
入の上、返信用封筒で郵送を願います。
ねんきん特別便専用ダイヤル
　☎0570（058）555
※ＩＰ電話・PHSなどで専用ダイヤルにつ
ながらない場合は☎03（6700）1144
■問　船橋社会保険事務所☎（424）8811、
県国民年金電話センター☎043（203）5600

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰

　

国
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人

（
登
記
・
戸
籍
・
年
金
・
雇
用
手
続

き
、
河
川
・
国
道
・
国
有
財
産
管
理
）

な
ど
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
、
行

政
相
談
委
員
が
聴
き
そ
の
解
決
を
促

進
し
ま
す
。

【
行
政
相
談
】

　

市
で
は
毎
月
第
2
木
曜
日
（
8
月

を
除
く
）
に
行
政
相
談
を
開
催
し
て

　印西地区消防組合では緊急時に消防救急活動などを迅
速に行うため、個人情報登録制度を実施します。4月1日
からこの制度の名称を「緊急時要援護者登録制度」に変
更し、対象を拡大して実施します。
　登録希望者には手続きをしていただく必要があります
が、すでに「個人情報登録制度」に登録している人は手
続きの必要はありません。
対象　●自力避難が困難な人
●65歳以上で1人暮らしの人
●緊急時に特別な活動や対応を必要とする人
■申・■問　申請書類（印西地区消防組合消防本部、各消
防署、組合ホームページにあります）に必要事項を記
入の上、印西地区消防組合消防本部通信指令室☎0476
（46）9981へ

い
ま
す
。

場
所　

偶
数
月　

市
役
所
、
奇
数
月

各
セ
ン
タ
ー

※
日
時
・
場
所
は
毎
月
広
報
し
ろ
い

1
日
号
最
終
ペ
ー
ジ
の
広
報
カ
レ
ン

ダ
ー
に
日
程
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　

原
田
敏
子
、
中
村

淑
子

相
談
料　

無
料

問　

市
民
課
戸
籍
班　

内
線
3
1
4

4

ねんきん定期便

緊急時要援護者登録制度

2009.5.13



　印西地区環境整備事業組合が進めている
（仮称）平岡自然公園整備事業のうち、第1
期分の受け付けを開始します。
受付期間　5月11日㈪～ 26日㈫
対象　白井市・印西市・本埜村・印旛村に
１年以上居住し、住民基本台帳・外国人登
録原票に記録・登録されている人
※申し込みは1世帯につき1区画です。
区画数　1,000区画（白井市296区画、印西
市529区画、本埜村62区画、印旛村113区画）
※区画は指定できません。
区画面積　1区画3平方㍍（縦2㍍×横1.5㍍）
使用料　1区画325,500円（使用期間は30年で更新時に使用料の再徴収はあり
ません）
※使用料に墓碑料などは含みません。
管理料　1区画1年5,040円（墓地使用許可後に印西市・本埜村・印旛村以外
の市区町村に転出した場合の管理料は1区画1年7,560円です）
※年度途中に墓地使用許可を受けた場合の管理料は、許可を受けた月から月
割りで計算します。
必要書類　◦印西霊園墓所公募申込書（組合ホームページ、白井市環境課に
あります）
◦申込者を含む世帯全員の住民票（本籍・続柄の記載があり発行から1カ月
以内のもの）
◦申込者の戸籍謄本（発行から1カ月以内のもの）
◦火葬許可証の写し、埋蔵証明書か収蔵証明書のいずれか（遺骨を保有して
いる場合のみ）
■申・■問　印西地区環境整備事業組合平岡自然公園事業推進課（平日の午前9
時～午後5時）
☎0476（46）2734・  http://www.inkan-jk.or.jp/hiraoka/index.htmlへ

11日11日㈪㈪から受け付け開始から受け付け開始
～印西霊園墓所公募～～印西霊園墓所公募～

印西霊園

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では市民参加条例に基づき、平成21年度市民参加の計画、審議会などの設置やパブリックコメントの募集など、事業の実施状況について下表
のとおりお知らせします。平成20年度に実施した市民参加の実施状況に対する総合評価結果は「市民参加推進会議」において評価を行い、11月に
公表予定です。
対象事業　健康増進計画策定事業（継続）、市次世代育成支援地域行動計画策定事業（継続）、市男女平等推進行動計画見直し策定事業（新規）、
市第4次総合計画後期基本計画策定事業（新規）
■問　市民参加推進課市民参加推進班　内線3151・2

審議会などの設置

対象事業名称 審議会などの名称・内容 実施予定期間 担当課

健康増進計画
策定事業

（仮称）しろい健康
プラン策定会議

委員公募（2人）
実施済み 健康課

計画について審議

市次世代育成
支援地域行動
計画策定事業

市次世代育成支援
対策地域協議会

委員公募 （3人） 実施済み
児童家庭課

計画について審議 7月

市男女平等推
進行動計画策
定事業

男女共同参画推進
懇談会

改選に伴う委員公募
（6人）

10月
企画政策課

計画について審議 6月～

市第4次総合
計画後期基本
計画策定事業

総合計画審議会
委員公募（5人） 実施済み

企画政策課
計画について審議 5月～

アンケート調査

対象事業名称・内容 実施予定期間 担当課

健康増進計画策定事業 計画に係る

実態調査
実施済み

健康課

市次世代育成支援地域行動計画策定事業 児童家庭課

市男女平等推進行動計画策定事業 計画に係る

意識調査

9月
企画政策課

市第4次総合計画後期基本計画策定事業 6月

中
小
企
業
融
資
制
度

　

市
で
は
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
得
て
低
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
利
子
補

給
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
資
金
使

途
に
応
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
て

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

融
資
限
度
額
・
返
済
期
間　

運
転
資

金　

1
、
0
0
0
万
円
・
5
年
、
設

備
近
代
化
資
金　

2
、
0
0
0
万
円
・

7
年

※
そ
の
ほ
か
独
立
開
業
資
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

融
資
利
率　

2
・
8
㌫
〜
3
・
3
㌫

取
扱
金
融
機
関　

千
葉
銀
行
白
井
支

店
・
小
室
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
・
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店
、
京
葉
銀
行

白
井
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支

店
・
鎌
ケ
谷
支
店
、
千
葉
興
業
銀
行

白
井
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
、
千
葉
信

用
金
庫
白
井
支
店

問　

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内

線
3
2
4
2

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

　

こ
の
制
度
は
中
小
企
業
の
事
業
主

が
将
来
従
業
員
の
退
職
金
を
支
払
う

際
の
支
援
と
し
て
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
機
構
と
契
約
を
結
び
、
掛
け

金
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
退
職

金
の
支
払
い
を
事
業
主
に
代
わ
っ
て

行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
こ
の
制
度
に
新
し
く
加
入

し
た
事
業
主
に
対
し
、
2
年
間
補
助

を
行
い
ま
す
。
新
た
に
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
事
業
主
や
途
中
で
掛
け
金

を
増
額
し
た
事
業
主
に
つ
い
て
も
、

国
が
1
年
間
補
助
を
行
い
ま
す
。

問　

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内

線
3
2
4
2
、
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
中
退
共
相
談
コ
ー
ナ
ー
☎
0
3

（
3
4
3
6
）
4
3
5
1

耐
震
診
断
相
談
会

日
時　

22
日
㈮　

午
前
10
時
〜

場
所　

市
役
所
2
階
相
談
室

対
象　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
し
た

木
造
住
宅　

6
件
（
申
し
込
み
順
）

相
談
料　

無
料

申
・
問　

15
日
㈮
ま
で
に
都
市
計
画

課
宅
地
建
築
班　

内
線
3
2
3
3

皆さんと一緒にまちづくり
～平成21年度市民参加の実施予定～

　市では定額給付金申請書を4
月17日に世帯主（外国人は給
付対象者個人）に送付しました。
定額給付金の申請を10月20日㈫
まで受け付けています。
　定額給付金申請には「振込口
座の通帳の写し」または「キャッ
シュカードの写し」が必要です
が、キャッシュカードの写しを
使用する場合はクレジットカー
ド機能が付いているキャッシュ
カードは使用しないでください。
■申・■問　商工振興課商工振興班
内線3242へ

定額給付金
～添付書類にご注意を～

パブリックコメント募集

対象事業名称・内容 実施予定期間 担当課

健康増進計画策定事業

計画についての意見募集

12月 健康課

市次世代育成支援地域
行動計画策定事業 1月 児童家庭課

ワークショップの開催

対象事業名称・内容 実施予定期間 担当課

市次世代育成支援地域
行動計画策定事業

計画についての討議

6月 児童家庭課

市第4次総合計画後期
基本計画策定事業 9月～ 企画政策課

そのほかの方法

対象事業名称・内容 実施予定期間 担当課

市第4次総合計画後期
基本計画策定事業 まちづくり講演会 9月～ 企画政策課
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軽
自
動
車
税
…
…
…
…
…
…
全
期
分

●
納
期
限
は
6
月
1
日
㈪
で
す

●
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支

払
い
が
で
き
ま
す
（
納
期
限
内
に
限

る
）

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ カラフル焼き野菜
～わさびポン酢＆みそマヨネーズ添え～

カラフル焼き野菜

材　料（2人分）
赤ピーマン1個　ナス1個　カ
ボチャ 80㌘　エリンギ1本　イ
ンゲン4本　プチトマト2個　
ポン酢しょうゆ大さじ2　練り
わさび小さじ1/2　みそ小さじ
1　マヨネーズ小さじ2　七味
唐辛子適量
作り方　①赤ピーマンを縦半
分に、カボチャを5㍉㍍程度の厚さに、インゲンを半分の
長さにそれぞれ切る　②魚焼きグリルを中火に熱し、焦
げ目が付くまで野菜を焼く　③中まで火が通った野菜か
ら取り出し、ナスとエリンギは半分に切り、野菜を器に
盛る　④ポン酢しょうゆに練りわさびを溶きソースを作
る　⑤みそ、マヨネーズ、七味唐辛子を混ぜ合わせソー
スを作る　⑥2種類のソースで焼き野菜を食べる。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】

　魚焼きグリルを使って手軽に作れる一品です。エリン
ギやナスは丸ごと焼くことでうま味が中に凝縮されます。
好みの野菜を使い、カラフルな見た目や野菜そのものの
味を楽しんでみてはいかがですか。
1人当たりの栄養価　145㌔㌍　野菜摂取量　106㌘

地
球
は
み
ん
な
の
宝
物

地
球
は
み
ん
な
の
宝
物

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

温
暖
化
は
深
刻
な
問
題

　

地
球
温
暖
化
の
問
題
は
私
た
ち
の

行
動
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
国
や
地

域
、
立
場
に
関
わ
ら
ず
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
温
暖
化

の
防
止
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と

1
0
0
年
後
に
は
地
球
の
平
均
気
温

が
今
よ
り
最
大
5
・
8
度
上
昇
す
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
異
変
が
起
こ
り
ま
す
。

●
永
久
凍
土
や
南
極
の
氷
が
と
け
て

海
面
の
水
位
が
上
昇
し
、
低
い
土
地

な
ど
が
水
没
し
て
し
ま
う

●
局
地
的
な
豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の

異
常
気
象
が
発
生
す
る

●
気
候
条
件
の
変
化
に
よ
り
農
作
物

の
生
育
や
質
が
変
化
す
る

●
熱
帯
地
域
特
有
の
伝
染
病
ウ
イ
ル

ス
が
今
よ
り
も
広
範
囲
で
活
動
可
能

と
な
り
、
人
間
の
健
康
へ
影
響
を
及

ぼ
すス

ト
ッ
プ
温
暖
化

〜
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
〜

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

は
、
私
た
ち
の
家
庭
・
職
場
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
を
実
行
し
、
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
削
減
に
心
掛
け
、
可
能

な
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
す
め
】

　

電
気
、
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、

水
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る

と
多
く
の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
使
用
量
削
減
は
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
使
用
し
て
い
な
い
電
気
機
器
の
コ

セ
ン
ト
を
小
ま
め
に
抜
き
節
電
し
ま

し
ょ
う

○
冷
暖
房
に
よ
る
冷
え
す
ぎ
、
暖
め

す
ぎ
に
注
意
し
、
温
度
管
理
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
（
冷
房
は
28
度
、
暖
房

は
20
度
を
目
安
に
設
定
）

○
自
動
車
運
転
時
の
不
要
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
や
め
た
り
、
自
家
用
車
の

利
用
を
控
え
て
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
使
用
量

を
削
減
し
ま
し
ょ
う

○
水
道
の
蛇
口
は
小
ま
め
に
閉
め
節

水
し
ま
し
ょ
う

【
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め
】

　

製
品
の
製
造
・
流
通
・
廃
棄
に
は

そ
れ
ぞ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
伴

い
、
多
く
の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し

ま
す
。
ご
み
の
減
量
や
製
品
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
取
り
組
み
は
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
の
す
す
め
】

　

見
か
け
や
性
能
が
同
じ
よ
う
な
製

品
で
も
、
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ク
な
ど
の
つ
い
た
製
品
は
、
原

料
や
製
造
過
程
で
環
境
に
配
慮
し
て

製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。
マ
ー
ク
の

付
い
た
製
品
の
積
極
的
な
利
用
は
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

【
森
林
保
護
な
ど
の
す
す
め
】

　

森
林
の
木
や
庭
の
草
花
は
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
・
貯
蔵
し
、
酸
素
を
排

出
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

植
物
が
減
少
し
て
し
ま
う
と
二
酸
化

炭
素
の
量
が
増
加
し
、
地
球
温
暖
化

を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。
木
材
を
原

料
と
す
る
紙
の
使
用
量
を
削
減
し
、

牛
乳
パ
ッ
ク
や
新
聞
紙
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
と
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

の
使
用
は
森
林
保
護
に
貢
献
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
身
近
な
草
花
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

問　

環
境
課
環
境
保
全
班　

内
線
3

2
7
6
・
7

　市では市内中小企業者を対象に品
質管理の国際規格であるISO9000シ
リーズ、環境管理の国際規格である
ISO14001、環境省が策定したエコアク
ション21の認証を取得する経費の一部
を補助します。
補助対象　審査登録に係る経費
補助金額　ISOシリーズの認証取得は
30万円、エコアクション21の認証取得
は5万円を限度に補助対象経費の3分の
1以内
■申・■問　商工振興課商工振興班　内線
3242へ

印
西
地
区
ご
み
処
理
基

本
計
画
策
定

　

一
般
廃
棄
物
処
理
の
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
基
本
計
画
「
印
西
地
区

ご
み
処
理
基
本
計
画
」（
素
案
）
に

対
し
、
2
月
1
日
か
ら
20
日
ま
で
住

民
意
見
公
募
を
行
い
、
14
人
か
ら
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意

見
を
踏
ま
え
「
印
西
地
区
ご
み
処
理

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意

見
の
結
果
と
印
西
地
区
ご
み
処
理
基

本
計
画
は
市
環
境
課
、
印
西
地
区
環

境
整
備
事
業
組
合
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班　

内
線
3
2
7
4
、
印
西
地
区

環
境
整
備
事
業
組
合
印
西
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

2
7
3
2

赤
十
字
に
ご
協
力
を

　

日
本
赤
十
字
社
は
皆
さ
ん
か
ら
の

活
動
資
金
の
寄
付
な
ど
に
よ
り
、
人

道
的
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
5
月
・

6
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
日

本
赤
十
字
社
の
活
動
に
理
解
を
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
の
協
力
・
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

国 際 規 格 な ど の
認 証 取 得 を 支 援

ふ
れ
あ
い
広
場

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ソ
ン
ス
ポ
ー
ツ
〜

　

障
害
者
で
も
誰
で
も
で
き
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
交
流
す
る
ふ
れ
あ
い
広
場
を

実
施
し
ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
障
害
者
と
そ
の

家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
か
ら
子
ど

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
る
人
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

日
時　

23
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

（
雨
天
の
場
合
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

内
容　

ペ
タ
ン
ク
、
ダ
ー
ツ
、
パ
ン

食
い
競
争
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

持
ち
物　

飲
み
物

※
付
き
添
い
の
必
要
な
人
と
一
緒
に

各
種
目
を
回
り
、
楽
し
く
交
流
し
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま

す
。

申
・
問　

手
話
通
訳
や
付
き
添
い
な

ど
を
希
望
す
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
人
は
8

日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
・
℻  

（
4
9
2
）
3
0
3
3
へ

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス　

土
曜
日
コ
ー
ス

　

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
平
日
忙
し
い
お
母
さ
ん

や
お
父
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

16
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

妊
娠
･
出
産
に
つ
い
て
の
話
、

赤
ち
ゃ
ん
の
風
呂
の
入
れ
方
、
妊
婦

体
験
、
妊
産
婦
体
操

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
体
操
の
で
き
る
服
装

申
・
問　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

ま
す
ま
す
元
気
塾

〜
高
齢
者
運
動
教
室
〜

　

い
つ
ま
で
も
元
気
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
下
半
身
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
足
腰
の

筋
力
が
弱
っ
て
き
た
か
も
と
不
安
が

あ
る
人
は
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

下
表
の
と
お
り

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い

○
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い

な
い

○
会
場
ま
で
自
力
で
通
う
こ
と
が
で

き
る

ますます元気塾日程表

期 日時 場所 定員 申込期限

1期
6月3日から8月19日の各水曜日　
午前9時30分～ 11時

保健福祉
センター

15人 5月18日㈪ 

2期
9月11日から11月27日の各金曜日
午前9時15分～ 10時45分

西白井複合
センター

20人 7月31日㈮

※第３期（冨士センター）、第4期（白井駅前センター）を10月以
降に予定しています。

○
こ
の
教
室
に
初
め
て
参
加
す
る

※
当
選
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

内
容　

セ
ラ
バ
ン
ド
な
ど
を
使
用
し

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

申
・
問　

各
期
の
申
込
期
限
ま
で
に

電
話
か
直
接
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者

支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
へ

【
印
旛
保
健
所
】

女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

更
年
期
障
害
や
月
経
不
順
、
婦
人

科
疾
患
な
ど
女
性
特
有
の
症
状
や
性

に
関
す
る
悩
み
・
心
身
の
不
調
な
ど
、

心
や
体
の
悩
み
に
つ
い
て
の
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
面
接
に
よ

る
相
談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
相
談　

奇
数

月
第
1
火
曜
日　

午
後
1
時
15
分
〜

3
時

心
療
内
科
医
師
に
よ
る
相
談　

毎
月

第
2
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
3
時

助
産
師
に
よ
る
相
談　

偶
数
月
第
2

金
曜
日　

午
後
2
時
〜
4
時

成
田
支
所
に
よ
る
相
談　

年
3
回　

詳
細
は
印
旛
保
健
所
成
田
支
所
☎

0
4
7
6
（
2
6
）
7
2
3
1

相
談
料　

無
料

申
・
問　

印
旛
保
健
所
地
域
保
健
福

祉
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
4
4

3
へ
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し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
（
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
）

し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
（
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
）

　

市
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
し
、
ま
た
誰
も
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

仲良く遊ぶ親子仲良く遊ぶ親子

子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

～ 5つの柱～

1　将来の「家族」のために
結婚前の若者から妊娠中までを対象に

2　子どもをもつ家庭を支えるために
子どもを産んでから育てあげるまでの親への支援

3　子育ちを支援するために
生まれてから思春期までの子どもへの支援

4　子育て環境を整えるために
子育て支援の人的環境と物理的環境の充実

5　子育て支援推進体制をつくるために
できることからはじめよう

～ 23の課題～
1
2
3

性別役割分業意識の是正
子育て意識の高揚を図る
妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保

4
5
6
7
8
9
10

小児保健水準の維持・向上
保育サービスの充実
子育てにかかる経済的負担の軽減
子育て仲間づくりと相談体制の整備による育児不安への対応
「親育ち」への支援
父親の育児参加への支援
男女ともに子育てと仕事の両立できる社会を目指す

11
12
13
14
15

子どもの権利を尊重する社会を目指す
子どもによる発言の場の確保
子どもの学び・遊び・活動の支援
子どもに対する教育の充実
思春期の課題への取り組み

16
17
18
19
20

地域における子育てへの支援
ボランティアの育成
小児医療の充実
子どもの居場所の確保
子育てしながら暮らしやすいまちをつくる

21
22
23

子育てに関する情報の収集と発信
子育てに関する各種手続きの見直し
各課・関係機関の連携体制の整備

　

市
で
は
平
成
17
年
3
月
に
策
定
し

た
し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

目
標
の
実
現
に
向
け
て
各
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
ろ
い
子
ど
も
プ

ラ
ン
の
体
系
図
と
平
成
19
年
度
の
主

な
施
策
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
い
事
業
実
績
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

しろい子どもプラン体系図

　子育てを取り巻く課題を解決し「めざすまちの姿」
を実現するため、次のように施策に取り組んでいま
す。

平成19年度　しろい子どもプラン（次世代育成支援地域行動計画）の主な進歩状況
事業名 内容 19年度実績 21年度目標 進捗状況・評価 今後の取組

通常保育事業
保護者が働いているときや、病気のために昼間児童の
面倒を見られないときなどに代わって保育する事業

定員550人 定員659人
公立保育園・私立保育園5園で実施し子育
て支援が図られた（公立保育園１園の定員
を30人増員）

多様な保育ニーズに合わせた保育
サービスの継続と充実を図る

延長保育事業 通常保育時間を延長して保育する事業 5カ所 6カ所 延長保育を実施した（開園時間12時間） 継続的な事業実施と拡大を図る

一時保育事業
保護者の急な病気、仕事などの緊急的な都合で一時
的に保育が必要な児童を預かる事業

3カ所
 （延べ利用者
1,671人）

5カ所 
公立保育園１園、私立保育園2園で実施し、
子育ての負担が軽減された

必要なときに利用できる多様な保育
サービスを継続して実施する

ファミリーサ
ポ ー ト セ ン
ター事業

子育てを手助けできる人（提供会員）と手助けをし
て欲しい人（利用会員）、手助けも利用もしたい人（両
方会員）を地域で組織化し、人と人が助け合う相互
援助活動を行う事業

1カ所
（会員数274人、
利用者203人、
提供者71人、活
動件数1,097件）

1カ所
安心して子育てできる保育環境を整備し、
子育ての負担が軽減された

会員とともに、利用しやすい体制を
整えます。老齢年層への本制度の周
知･理解を促し提供会員として協力
を得られる環境を整備する

子育て支援セ
ンター事業

保育園の機能を園の利用者だけでなく、在宅で子育
て中の親とその子どもに活用してもらうため、専任
指導員を配置し、「子育て相談」「子育てサークルの
育成」「情報提供」を実施する事業

1カ所
延べ利用者

（親4,484人・子
5,153人）

3カ所
1日平均18組の利用があり、子育て支援の
一助となった

「子育て相談」「子育てサークル」の
育成支援を目指し情報提供をする

放課後児童健
全育成事業

保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学生に
対し授業終了後に児童館や学校などを利用して児童
の健全育成を図る事業（市では6年生まで対象とし、
障害児の受け入れも行っている）

8カ所
（月平均在籍児
童数273人）

9カ所
８カ所の学童保育所について、昼間保護者
のいない児童の健全育成が図られた

未整備地区の白井第二小学校区につ
いて、必要性を含め検討する

　児童手当（特例給付・小学校修了前特例給付を含む）は小学6年生
までの児童（12歳到達後最初の3月31日までの間にある児童）を養育
している人に支給されます。平成20年度に児童手当の受給が所得制限
により受けられなかった人などで、平成21年度新たに児童手当（平成
21年6月分以降）の受給を希望する人は認定申請をしてください。審
査の結果、受給該当となる場合は認定申請のあった日の翌月分から支
給されます。
所得制限限度額　下表のとおり
3歳未満手当月額　10 , 000円
3歳以上手当月額　第1 ・2子5 , 000円、第3子以降10,000円
■申・■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）3487へ

平成21年度所得制限限度額

扶養親族数
所得制限限度額

国民年金加入者 厚生年金などの加入者
０人 460万円 532万円
１人 498万円 570万円
２人 536万円 608万円
３人 574万円 646万円
４人 612万円 684万円
５人 650万円 722万円

※扶養親族数は請求者が平成20年12月末時点で扶養している人数
（扶養控除の対象人数）です。
　限度額は平成20年中の所得額（所得額から控除できるものがあ
ります）が対象です。

児童手当などの認定申請児童手当などの認定申請
保育園園庭開放保育園園庭開放　　保育園の園庭で遊びましょう
【南山保育園】
日時　14日㈭・21日㈭・28日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131
【桜台保育園】
日時　7日木・21日木　午前9時30分～ 11時30分
■問　桜台保育園☎（492）6101

公園訪問　
【スマイル】
日程・場所　7日㈭・栄みどり公園、14日㈭・離山公園、21日㈭・大
山口児童公園、28日㈭・七次第二公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センタースマイル（清水口保育園内）☎（491）8201
【ふれんど】
日程・場所　7日㈭・笹塚公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131

みんなであそぼう　
日程・場所　13日㈬・堀込第二公園（雨天などの場合は20日㈬に延期）
時間　午前10時30分～（午前10時～受け付け開始）
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131

◆◆　　みんな来てねみんな来てね　　◆◆
　市では未就学児とその保護者を対象に次のとおり事業を実施してい
ます。

保育士が公園に訪問します
一緒に遊びましょう

「スマイル」「ふれんど」「ドリーム＊ポケット」合同企画
手あそび・体操やゲームを楽しみましょう
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2009.5.17

リ
ト
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
1
日
体
験
入
部

　
「
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」
っ
て
何

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
子
の
た
め
に
、

市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
で
は
1
日
体

験
入
部
を
実
施
し
ま
す
。
み
ん
な
で

1
日
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

24
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時

場
所　

市
自
然
キ
ャ
ン
プ
場

対
象　

市
内
在
住
小
学
5
・
6
年
生

30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

炊
い
た
米
（
大
き
め
の
容

器
で
持
参
）、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

参
加
費　

5
0
0
円
（
保
険
代
含
む
）

申
・
問　

20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）　

内
線

3
4
3
3
へ

※
保
護
者
の
見
学
希
望
も
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

古
文
書
講
座

　

初
心
者
向
け
の
古
文
書
講
座
（
市

内
関
係
の
近
世
文
書
の
解
読
）
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

5
月
28
日
㈭
、
6
月
18
日
㈭
、

7
月
9
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

対
象　

一
般　

20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
全
3
回
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま

す
。

講
師　

野
中
政
博
さ
ん

持
ち
物　

筆
記
用
具

参
加
費　

各
回
1
0
0
〜
2
0
0
円

程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問　

5
月
15
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
〒
2
7

0
―
1
4
2
2
、
白
井
市
復
1
1
4

8
―
8　

郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4
へ

※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
未
記
入
の

は
が
き
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
子
ど
も
た
ち
が
1
日
楽
し

く
遊
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
各
コ
ー

ナ
ー
で
行
い
ま
す
。

日
時　

17
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所　

清
水
口
小
学
校
校
庭
・
体
育

館
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
の
み
）

内
容　

下
表
の
と
お
り

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内
線
3
4
3
3
・

sy
o
u
g
a
i-

g
a
k
u
sy
u
u
@
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
場
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市民武道大会市民武道大会
　市内の武道愛好者が一同に会
し、弓道・剣道・柔道・空手道
の大会を次のとおり開催します。
日時　24日㈰（空手道は31日㈰）
午前9時～
場所　白井中学校（弓道）・池の
上小学校（剣道）・大山口中学校
（柔道）・七次台中学校（空手道）
対象　市内在住・在勤・在学者
※競技種目により参加対象・資
格などの制限があります。
申・問　11日㈪までに所定の申
込書（生涯学習課にあります）
に必要事項を記入の上、生涯学
習課スポーツ振興班　内線3435
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

大会種目一覧（予定）
場所 種目

校庭

どじょうつかみ、わりばしでっ
ぽう、プラバン、バンブーダン
ス、ストラックアウト、モンキー
ブリッジ、かざぐるま作りほか

体育館
ロディオ、ユニカール、お手玉
作り、クラフトほか

み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね

み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね

子
ど
も
ワ
ン
パ
ク
大
会

子
ど
も
ワ
ン
パ
ク
大
会

キャプション

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

 市民卓球市民卓球
 シングルス大会 シングルス大会
日程　6月14日㈰　午前9時～
（受け付け　午前8時30分～）
場所　大山口中学校体育館
対象  市内在住･在勤･在学者
種目　①一般男女（高校生含む）
②壮年男女（50歳以上）　③初心
者男女（中学生以上）
参加費　一般500円、中･高校生
200円
申・ 問　6月6日㈯までにはがき
かファクスに住所・氏名・年齢・
電話番号・出場種目を記入の上、
〒270―1432、白井市冨士154―
28　市卓球連盟　小泉☎・℻  （44
6）6126へ

文化センターの運営協議会委員を募集
　文化センター（文化会館・図書館・郷土資料館・プ
ラネタリウム館）では利用者に親しまれ魅力ある施
設を目指し、各館の運営・事業などを審議する運営
協議会を設置しています。この運営協議会に参加し、
アイデアをいただける人を募集します。
対象　市内在住・在勤および市内で文化活動をして
いる人　文化会館2人、図書館2人、郷土資料館2人、
プラネタリウム館1人
任期　7月1日から2年（会議は各館年3回を予定して
います）
謝礼　あり
申　20日㈬までに希望する運営協議会を1館選び、所
定の申込用紙（文化センターにあります）に必要事
項を記入の上、直接各館窓口か郵送で〒270―1422、
白井市復1148―8　文化センターへ
問　文化会館☎（492）1121、図書館☎（492）1122、
郷土資料館☎（492）1124、プラネタリウム館☎（492）
1125

◆
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

日
時　

6
月
18
日
㈭
、
7
月
2
日
㈭

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分　

場
所

佐
倉
市
立
中
央
公
民
館　

対
象　

平

成
21
年
度
調
理
師
試
験
申
請
者　

申
・
問　

調
理
師
試
験
願
書
提
出
時

に
印
旛
保
健
所
管
内
調
理
師
会
☎
・

℻  
0
4
3
（
4
8
3
）
2
9
1
1

（
火
・
木
曜
日
の
み
）
へ

◆
千
葉
県
調
理
師
試
験

試
験
日　

7
月
22
日
㈬　

場
所　

幕

張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）　

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
、
旧
制
中
学
校
2
年
修

了
、
国
民
学
校
高
等
科
2
年
修
了
者

で
あ
っ
て
、
集
団
給
食
施
設
ま
た
は

飲
食
店
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ

い
製
造
業
な
ど
の
営
業
に
お
い
て
2

年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人

※
願
書
は
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
福
祉
課
、
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
成
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

5
月
19
日
㈫
か
ら
21
日
㈭

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
に
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉

課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
4

へ◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾

【
①
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
会
】

　

ト
ラ
ク
タ
ー
2
台
を
使
っ
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
実
践
講
習
を
2
回

開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
日
㈰
・
11
日
㈪　

午
前
10

時
〜
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）　

場

所　

平
塚
の
里
第
2
地
区
（
延
命
寺

北
側
）　

対
象　

一
般　

各
日
10
人

程
度
（
申
し
込
み
順
）　

講
師　

滝

田
新
平
さ
ん　

参
加
費　

1
、
0
0

0
円　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、

長
靴
、
軍
手
、
活
動
し
や
す
い
服
装

【
②
平
塚
の
里
保
全
事
業
】

　

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
、
枯
れ
枝
の

整
理
な
ど
を
行
い
、
平
塚
の
里
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

16
日
㈯　

午
前
10
時
〜
（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）　

場
所　

平
塚

の
里
第
2
地
区
（
延
命
寺
北
側
）　

対
象　

一
般
30
人
程
度
（
申
し
込
み

順
）　

参
加
費　

無
料　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
長
靴
、
軍
手
、
活

動
し
や
す
い
服
装

申
・
問　

①
は
9
日
㈯
ま
で
、
②
は

14
日
㈭
ま
で
に
N
P
O
法
人
し
ろ
い

環
境
塾　

上
西
☎
（
4
9
1
）
0
6

6
0
へ

◆
春
の
市
内
史
跡
巡

　

市
の
北
部
、
名
内
・
今
井
地
区
を

訪
ね
て
入
り
込
ん
だ
谷
津
や
い
ま
だ

残
る
溢
水
を
防
ぐ
水み

づ
か塚
な
ど
が
残
る

自
然
豊
か
な
山
野
に
点
在
す
る
古
寺

と
神
を
訪
ね
ま
す
。

日
程　

7
日
㈭　

集
合
時
間　

午
前

9
時
4
5
分　

集
合
場
所　

市
役
所

ナ
ッ
シ
ー
号
乗
り
場 

コ
ー
ス　

市

役
所
ナ
ッ
シ
ー
号
乗
車
（
午
前
9
時

55
分
発
）
↓
名
内
下
車
名
内
鳥
見
神

社
↓
粟
島
神
社
↓
真
言
宗
東
光
院
↓

今
井
の
水
塚
↓
今
井
青
年
館
（
昼
食
）

↓
今
井
稲
荷
神
社
↓
名
内
橋
↓
小
名

内
鳥
見
稲
荷
↓
権
兵
衛
稲
荷
↓
公
民

セ
ン
タ
ー
ナ
ッ
シ
ー
号
乗
車
↓
市
役

所
着　

交
通
費　

3
0
0
円　

持
ち

物　

水
筒
、
パ
ン
な
ど
の
軽
食

問　

白
井
市
郷
土
史
の
会　

坪
井
☎

（
4
9
1
）
1
6
8
8

◆
「
国
際
助
産
師
の
日
」
の
つ
ど
い

　
「
あ
な
た
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
た
い
〜
助
産
師
は
こ
こ
に
い
ま

す
」
を
テ
ー
マ
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー

ガ
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
胎
児
心

音
録
音
、
母
乳
ミ
ニ
講
座
、
育
児
も

く
浴
体
験
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

な
ん
で
も
相
談
、
ス
リ
ン
グ
講
座
な

ど
を
行
い
ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー

ガ
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
胎
児
心

音
録
音
は
予
約
制
で
す
。

日
時　

6
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
2
時　

場
所　

成
田
市
保
健
福

祉
館　

参
加
費　

無
料

申
・
問　

5
月
15
日
㈮
ま
で
に
路
野

☎
0
4
3
（
4
8
5
）
4
6
7
8
・

  h
ttp
://w

w
w
.m
id
w
ife
-

ch
iba.org

/in
dex
.h
tm
l

へ

心
理
発
達
相
談
員
で
す

子
ど
も
が
「
泣
く
」
こ
と
を
「
見
守
る
」

　

幼
い
子
ど
も
た
ち
は
言
葉
を
十
分

に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

自
分
の
気
持
ち
を
「
泣
く
」
と
い
う

こ
と
で
伝
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。幼
い
子
ど
も
に
と
っ
て「
泣

く
」
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
気
持

ち
を
表
現
す
る
大
切
な
手
段
の
1
つ

で
、
そ
の
理
由
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
れ
ら
は
主
に
不
快
感
の
表
れ
と
考

え
ら
れ
、
親
御
さ
ん
は
そ
の
都
度
子

ど
も
が
「
泣
く
」
理
由
を
考
え
、
不

快
感
を
取
り
除
い
て
あ
げ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
そ
の
理

由
が
は
っ
き
り
分
か
る
わ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
一
生
懸

命
子
ど
も
を
あ
や
し
て
い
る
の
に
、

な
か
な
か
泣
き
や
ん
で
く
れ
な
い
と
、

親
御
さ
ん
の
方
が
泣
き
た
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
で
接
し
て

い
る
お
母
さ
ん
た
ち
を
見
て
い
る

と
、
子
ど
も
の
「
泣
く
」
理
由
に
寄

り
添
い
、
じ
っ
く
り
と
子
ど
も
を
見

守
っ
て
い
る
姿
に
、
親
子
な
ら
で
は

の
絆
や
愛
情
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
も
「
お
母
さ
ん
だ
か
ら
安
心
し
て

泣
け
る
」
と
そ
の
姿
か
ら
見
て
思
う

の
で
す
。
子
ど
も
は
安
心
し
て
「
泣

く
」
こ
と
が
で
き
る
人
間
関
係
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
気
持
ち
や
行

動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
周
囲
に
適

応
す
る
力
を
高
め
て
い
け
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
が
泣
い
て
い
る

と
、
周
囲
は
ど
う
し
て
も
そ
の
騒
が

し
さ
に
批
判
的
な
目
を
向
け
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
子
ど
も
が
精

一
杯
自
分
の
成
長
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
姿
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
や
す
お

母
さ
ん
は
一
生
懸
命
子
育
て
を
し
て

い
る
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
が
し
に
く
い
」
と
い
わ

れ
る
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
う
し

た
わ
ず
か
な
こ
と
に
で
も
社
会
が
温

か
く
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
子
育
て
真
っ
盛
り
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
気
持
ち
が
支
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

心
理
発
達
相
談
員　

関
口　

薫

昨年のワンパク大会（バンブーダンス）昨年のワンパク大会（バンブーダンス）

リーダース指導によるろうそく作りリーダース指導によるろうそく作り
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冨
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

作
り

　

ス
イ
ー
ツ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り

ま
す
。

日
時　

2
日
㈯
・
9
日
㈯　

午
前
10

時
〜
正
午

対
象　

乳
幼
児
〜
小
学
生
（
自
由
参

加
）

※
乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
費　

2
個
1
0
0
円
（
当
日
集

金
）駅

ト
ラ
イ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

マ
イ
は
し
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
、
ミ

ニ
エ
コ
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

16
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
5
・
6
年
生　

20
人（
申

し
込
み
順
）

参
加
費　

3
0
0
円

申　

13
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複
子
ど
も
映
画
会

日
時　

16
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象　

幼
児
・
小
学
生
（
自
由
参
加
）

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

内
容　

は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
魔
女
の
国
へ
、
お
む
す
び

こ
ろ
り
ん
ほ
か

冨
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

16
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

対
象　

小
学
生　

10
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

参
加
費　

1
5
0
円
（
当
日
集
金
）

申　

15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

公
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

23
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

参
加
費　

2
0
0
円

申　

15
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公
作
っ
て
み
よ
う

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

30
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

2
0
0
円

申　

15
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

シ
草
刈
機
取
扱
い
講
習
会

　

肩
掛
け
除
草
機
の
基
本
的
な
取
扱

い
の
講
義
・
安
全
操
作
を
学
び
ま
す
。

日
時　

22
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上　

5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申　

15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

子育てサロン　たんぽぽ

日程 内　　容 対象
人数

参加費
（材料費）

5月26日㈫

たんぽぽ子育てすこやか広
場「おいでなさい」～精神
保健福祉士＆愉快な2人と一
緒にケーキを食べながらのお
しゃべりタイム～

15人 150円

6月30日㈫ かんたんキッチンスタジオ 12人 400円

7月28日㈫ ホッとな私になるために
PARTⅡ

15人

150円

8月4日㈫ 応急手当＆AEDを学ぼう 無料

9月29日㈫ 「わくわく工房」陶芸で記念日を（手形・足形） 700円

10月27日㈫ ママの息抜き「かんたんピザランチ」 12人 1,500円

11月24日㈫

第1回少し遅い芸術の秋
でーす～アクリル板にアク
リル絵の具で絵を描きます
（下絵）～ 10人

1,000円

12月1日㈫
第2回少し遅い芸術の秋
でーす～アクリル絵の具で
描いた作品完成～

無料

12月15日㈫
絵手紙「へたがいい　へた
でいい」～気軽に絵手紙を
学びませんか～

15人

100円

2月9日㈫

たんぽぽ子育てすこやか広
場「おいでなさい」～家庭
児童相談員・母子自立支援員
と一緒にケーキを食べながら
のおしゃべりタイム～

150円

●桜子育てサロン　たんぽぽ
　子育て中の皆さん、お互いに元気をもらい仲間づ
くりをしませんか。保育もあります。
日程・内容・対象人数・参加費　下表のとおり
時間　午前10時～ 11時30分
対象　市内在住の子育て中の人（申し込み順）
申　各講座開催月の1日（8月4日、12月1日、2月9日
は前月の1日）から電話か直接桜台センターへ
※参加費が必要な講座は参加費を持参の上、申し込
みください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある 中などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1　☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1　☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2　☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2　☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17　☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14　☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1　☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

複キッズクラブ
　年間登録制のクラブです。みんなで
いろいろなことを経験しましょう。
日程・内容　下表のとおり（全8回）
※変更になる場合があります。
対象　小学生以上　15人（申し込み順）
参加費　1,000円（全8回分の材料費・
交通費など）
申　参加費を持参の上、直接西白井複
合センターへ

キッズクラブ
日程 内容

6月20日㈯ 自己紹介・名札作り
7月18日㈯ クッキング
9月26日㈯ ゲーム・運動遊び
10月17日㈯ 野外活動（アンデルセン公園）
12月（未定）歳末助け合い募金活動参加
1月16日㈰ センターまつり準備
2月14日㈰ センターまつり参加
3月6日㈯ お別れ会

駅ジョイキッズ
　登録制の小学生体験クラブ（全6回）
です。初回はプチガーデニングとセン
ター前の花植えを地域の人と行います。
初回日時　5月24日㈰　午前10時～正午
※第2回以降の日程・内容は下表のとお
りです。
対象　市内在住・在学の小学生　15人（申
し込み順）
初回持ち物　軍手・シャベル・持ち帰り
用の袋・筆記用具
参加費　2,500円（全6回分の材料費）
申　5月17日㈰までに参加費を持参の上、
直接白井駅前センターへ

ジョイキッズ
日程 内容

7月 ビーズアクセサリー
9月 テーブルコーディネート
11月 草木染め
1月 レザークラフト
3月 パーティー
※詳細は初回にお知らせします。

駅高校生駅前遊学時間延長高校生駅前遊学時間延長
　中・高校生を対象にした駅前遊学（児童
館延長開放）の高校生への開放時間が変わ
ります。高校生は5月15日㈮から午後9時
まで（現在は午後8時まで）利用可能とな
ります。中学生は現在と同じ午後7時まで
の利用となります。利用には保護者の同意
（登録カード記載）が必要です。

子

ど

も

高

齢

者

◆
千
葉
県
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

（
実
践
課
程
）　

実
施
期
間　

6
月
14
日
㈰
〜
10
月
31

日
㈯
（
全
17
回
）　

場
所　

千
葉
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）　

対
象　

千
葉
県
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
応
用
課
程
修
了
者
、
千
葉
県
準
手

話
通
訳
者
、
2
ク
ラ
ス
各
20
人
（
実

践
課
程
未
受
講
者
に
限
る
）　

受
講

料　

無
料

申
・
問　

5
月
15
日
㈮
ま
で
に
申
込

用
紙
（
市
社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
2
6
0
―

0
0
2
2
、　

千
葉
市
中
央
区
神
明

町
2
0
4
―
12　

社
会
福
祉
法
人

千
葉
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
☎

0
4
3
（
3
0
8
）
6
3
7
3
・
℻  

0
4
3
（
3
0
8
）
6
4
0
0
へ

◆
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業
の

助
成
金
交
付
団
体
を
募
集

活
動
実
施
時
期　

平
成
21
年
4
月
1

日
〜
平
成
22
年
3
月
31
日　

対
象
団

体　

印
旛
沼
の
環
境
保
全
の
た
め
の

活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど　

助
成

金
額　

1
団
体
20
万
円
（
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
は
10
万
円
）
を

限
度
（
事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
か

つ
当
環
境
基
金
の
予
算
の
範
囲
内
）

申
・
問　

6
月
12
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
（
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
か
直
接
〒
2
8
5
―
8
5
3
3
、

佐
倉
市
宮
小
路
町
12　

㈶
印
旛
沼
環

境
基
金
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
0
3

9
7
へ

◆
印
旛
沼
流
域
を
歩
い
て
楽
し
む
自

然
観
察
会
参
加
者
募
集

日
時　

23
日
㈯　

午
前
9
時
15
分
〜

午
後
3
時
30
分
（
小
雨
決
行
）　

集

合
場
所　

佐
倉
市
ふ
る
さ
と
広
場　

対
象　

一
般　

40
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　

コ
ー
ス　

佐
倉

市
飯
野
コ
ー
ス　

講
師　

千
葉
県
生

物
学
会
顧
問　

岩
瀬
徹
さ
ん
ほ
か　

参
加
費　

5
0
0
円
（
保
険
料
、
テ

キ
ス
ト
代
）

申
・
問　

11
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
（
1
枚
に
2
人
ま
で
）

に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
2

8
5
―
8
5
3
3
、　

佐
倉
市
宮
小

路
町
12　

㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
☎

0
4
3
（
4
8
5
）
0
3
9
7
へ

◆
公
開
成
年
後
見
制
度
説
明
会

　

成
年
後
見
制
度
や
後
見
人
に
つ
い

て
の
疑
問
に
、
裁
判
官
、
家
裁
調
査

官
、
裁
判
所
書
記
官
な
ど
が
答
え
、

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
ま
す
。
説
明
会
終
了

後
、
庁
舎
見
学
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

14
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

場
所　

千
葉
家
庭
裁
判
所
本
館　

対

象　

一
般　

70
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問　

千
葉
家
庭
裁
判
所
総
務
課

庶
務
係
☎
0
4
3
（
2
2
2
）
0
1

6
5　

内
線
6
1
2
0
へ
（
問
い
合

わ
せ
時
間
は
平
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
）

◆
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
無
料
相
談

　

土
地
境
界
問
題
や
建
物
登
記
な
ど

の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時　

13
日
㈬　

午
前
9
時
〜
正
午

場
所　

千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支

局
・
成
田
出
張
所　

問　

千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印

旛
支
部　

鈴
木
☎
0
4
7
6
（
2
3
）

2
4
2
1

◆
回
収
し
ま
す
あ
な
た
の
家
の
古
い

電
話
帳

　

N
T
T
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保

護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
古
い

電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳

は
6
月
中
に
各
家
庭
に
届
け
ま
す
の

で
、
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
を
配
達

員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
在
な
ど
で
回
収
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
☎
0
1

2
0
（
5
0
6
）
3
0
9

スイーツアクセサリー

いちごのマグネット

肩掛け肩掛け除草機除草機のの安全安全操作操作



2009.5.19

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

日
時　

①
12
日
㈫
・
②
26
日
㈫　

午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
先
着
順
）

内
容　

①
ク
レ
ヨ
ン
遊
び　

②
時
計

を
作
ろ
う

冨
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
も
ち
ゃ
を
作

り
ま
す
。

日
時　

13
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

平
成
20
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護
者　

30
組

（
先
着
順
）

冨
０
歳
児
自
主
サ
ー
ク
ル

　

自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
す
る
親

子
サ
ー
ク
ル
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

同
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
の
情
報
交
換
や
友
達
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
自
己
紹
介
と

サ
ー
ク
ル
名
や
代
表
者
を
決
め
ま
す
。

日
時　

20
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

平
成
20
年
4
月
2
日
〜
平
成

21
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の

保
護
者　

15
組
（
先
着
順
）

駅
ね
ん
ね
さ
ん

　

生
後
6
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と

マ
マ
た
ち
の
仲
間
づ
く
り
の
場
で
す
。

日
時　

20
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

市
内
在
住
の
6
カ
月
未
満
の

子
と
そ
の
保
護
者　

16
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物　

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

13
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

中
０
歳
児
親
子
教
室
ひ

よ
こ
ち
ゃ
ん　

　

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
通
し
て
親
子

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
、
友
達
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

①
5
月
20
日
㈬
、
②
6
月
3

日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象　

平
成
20
年
4
月
2
日
〜
平
成

21
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の

保
護
者
（
自
由
参
加
）

内
容　

①
魚
の
モ
ビ
ー
ル
作
り

②
で
ん
で
ん
だ
い
こ
作
り

桜
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
身
長
・

体
重
の
測
定
を
し
ま
す
。

日
時　

21
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
平
成
20
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護
者

15
組
（
申
し
込
み
順
）

申　

電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

複
ち
び
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

　

赤
ち
ゃ
ん
友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

22
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

6
カ
月
以
上
の
子
と
そ
の
保

護
者
（
自
由
参
加
）

公
将
棋
開
放
デ
ー

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
人
と
対
戦
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

16
日
㈯　

午
後
1
時
〜
6
時

※
小
・
中
・
高
校
生
は
午
後
5
時
ま

で
で
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
（
自
由
参
加
）

公
プ
チ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。

日
時　

22
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

軍
手
・
筆
記
用
具

※
ス
コ
ッ
プ
と
花
ば
さ
み
を
持
っ
て

い
る
人
は
持
参
く
だ
さ
い
。　
　
　

参
加
費　

2
、
0
0
0
円

申　

15
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

友
達
や
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
が
指
導
を
し
ま
す
。

日
時　

30
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午

場
所　

桜
台
小
学
校
校
庭

対
象　

5
歳
以
上　

8
組
（
申
し
込

み
順
）

※
1
組
2
人
か
ら
4
人
で
小
学
2
年

生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
。

申　

電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
手
話
ス
ク
ー
ル

　

聴
覚
の
不
自
由
な
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で
あ
る
手

話
を
学
び
、
日
常
的
な
情
報
提
供
の

手
伝
い
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

6
月
4
日
〜
8
月
27
日
（
毎

週
木
曜
日
・
全
12
回
）　

午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住　

30
人
（
申
し
込

み
順
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円

申　

5
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

福自立をめざす女性のための
パソコン講座

　基本的なパソコンの操
作や実践に役立つ知識を
学びます（全16時間）。
日時　平日コース　①6
月15日㈪～ 19日㈮　②6
月22日㈪～ 26日㈮　午前
9時～正午（最終日は午
後1時まで）
土曜日コース　6月13日・
20日・27日、7月4日午前10時～午後3時（昼休
憩あり）
夜間コース　6月12日㈮・13日㈯・19日㈮・20
日㈯・26日㈮・27日㈯、7月3日㈮・4日㈯　午
後6時30分～ 8時30分
対象　再就職を希望する女性　各コース10人
（応募者多数の場合は抽選）
※母子家庭・生活保護世帯・市民税が非課税
または減免されている世帯・そのほかこれに
準ずる経済的に困っている女性を優先します。
内容　ウィンドウズの基本操作、文字の入力
方法、ワードの基本操作と文書作成・編集、
エクセルの基本操作と表計算の入力・表作成、
Eメール作成・送受信
参加費　9,600円（1時間に付き600円・テキス
ト代を含む）
保育　あり（要予約・生後6カ月以上の未就学児）
申　6月1日㈪までに電話か直接青少年女性セ
ンターへ

ボ頼られるわたしへの遠回り講座
「地域福祉フォーラム」

　「さすが」とあなた自身へ声を掛けてください。すてき
なあなた発見の講座です。
日時・内容・講師など　下表のとおり
場所　老人福祉センター、保健福祉センターなど
対象　市内在住で全6回の講座に参加できる人　50人（申
し込み順）
参加費　500円（別に材料費などが掛かります）
申　5月22日㈮までに電話か直接ボランティアセンターへ

「地域福祉フォーラム」日時など
日時 内容・講師など

5月28日㈭ 午後1時30分
～ 3時30分

よりよい人間関係編・日本一の
ホテルにした接遇の達人　中村
次雄さん
（ＮＰＯ法人コラボしろい共催）

7月28日㈫
午前10時
～正午

ヒヤリはっと編パート1・災害救
援ボランティア推進委員会　坂
内美佐子さん

8月25日㈫ ホットなコーヒータイム編・遠
山珈琲㈲　遠山克利さん

9月11日㈮ 午前8時
～午後5時

バスツアー編・視察先　横浜市
鶴見区平安町

11月19日㈭
午前10時
～正午

スキンシップ編・災害救援ボラ
ンティア推進委員会　坂内美佐
子さん

1月16日㈯
ヒヤリはっと編パート2・災害救
援ボランティア推進委員会　坂
内美佐子さん

趣
味
・
教
養
・
学
習

子

育

て

ボ認知症サポーター
養成講座

　すべての人が直面するかもしれない
「認知症」という病気を理解し、見守
りし合える白井にしましょう。
日時　①6月2日㈫・②9日㈫・③23日
㈫（全3回）　午後1時30分～ 3時30分
場所　保健福祉センター
対象　市内在住　30人（申し込み順）
内容　①「認知症とは」　講師　初石
病院院長　唐崎三千代さん　②「認知
症家族会の取り組み」　講師　千葉県
支部世話人　永島光枝さん　③「私も
なれる。応援者！」　講師　キャラバ
ンメイト
参加費　500円
申　5月25日㈪までに電話か直接ボラ
ンティアセンターへ

問　

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1
9
2
3

◆
東
葛
山
の
会
「
公
開
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ
」

　

赤
城
山
（
荒
山
・
鍋
割
山
）
を
4

時
間
半
歩
き
ま
す
。

日
程　

6
月
7
日
㈰　

出
発
時
間

午
前
6
時
発　

集
合
場
所　

鎌
ケ
谷

市
役
所　

対
象
一
般　

30
人
（
申
し

込
み
順
）　

参
加
費　

5
、
5
0
0

円
（
保
険
料
含
む
）

申　

5
月
15
日
㈮
ま
で
に
往
復
は
が

き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
〒
2
7
3
―
0
1
0
7
、

鎌
ケ
谷
市
新
鎌
ケ
谷
3
―
1
5
―

3
6
―
9
1
0　

加
藤
延
子
へ　

問　

北
川
☎
（
4
4
4
）
3
3
8
3

（
午
後
8
時
〜
9
時
）

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時　

9
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
市
中
央
法
律
事
務
所
☎

0
4
3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
白
井
市
次
世
代
育
成
支
援
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

未
来
を
開
く
地
域

の
子
育
て

　

未
来
の
宝
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

幸
せ
を
守
る
た
め
、
地
域
に
暮
ら
す

人
た
ち
の
知
恵
と
意
見
を
出
し
合
い
、

つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
今
年
度
で
最
後
と

な
り
ま
す
。
当
日
は
白
井
中
学
校
区

の
人
に
よ
る
子
育
て
の
体
験
発
表
も

あ
り
ま
す
。

日
時　

6
月
6
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般

問　

高
城
☎
（
4
9
2
）
8
5
6
6

◆
お
は
な
し
だ
い
す
き

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
聞
き
に
き

ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
2
火
曜
日　

午
前
11

時
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

乳
幼
児
〜

（
自
由
参
加
）

申
・
問　

國
島
☎
（
4
9
7
）
0
3

4
0
へ

◆
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

サ
ー
ク
ル
「
な
ご
み
」
に
よ
る
親

子
遊
び
で
す
。

日
時　

毎
月
第
3
火
曜
日　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

市
内
在

住
乳
幼
児
親
子
（
自
由
参
加
）

申
・
問　

近
藤
☎
（
4
9
2
）
1
6

5
0
へ

◆
手
賀
の
丘
親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
地
に
取

り
残
さ
れ
な
が
ら
懸
命
に
生
き
抜
い

た
子
犬
た
ち
の
雄
姿
を
描
い
た
感
動

作
「
山
古
志
村
の
マ
リ
ー
と
3
匹
の

子
犬
」
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
館
の
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
投
影
し
ま
す
。

日
時　

6
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
受
け
付
け
午
前
10
時
〜
）

場
所　

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

（
柏
市
）　

対
象　

一
般　

1
0
0

人
（
先
着
順
）　

参
加
費　

無
料

消防署からのお知らせ
　火災などの発生件数（3月31日現在）

火　災 救　急 救　助

3
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

3
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

3
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

6
件

10
件

▲2
件

166
件

479
件

▲77
件

2
件

5
件

▲1
件

※▲はマイナスを示します。

昨年昨年ののパソコン講座パソコン講座

魚のモービル・でんでんだいこ



●都営浅草線・北総線で●都営浅草線・北総線で
日本橋から48分日本橋から48分
●東関東自動車道で千葉●東関東自動車道で千葉
北インターから約18㌔㍍北インターから約18㌔㍍
●常磐自動車道で柏イン●常磐自動車道で柏イン
ターから約ターから約1818㌔㍍㌔㍍
●成田空港から約●成田空港から約3434㌔㍍㌔㍍

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2009.5.1 10

日 月 火 水 木 金 土
1 2

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

3 4 5 6 7 8 9
【憲法記念日】
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

【みどりの日】 【こどもの日】 【振替休日】 □消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

10 11 12 13 14 15 16
□休日証明書発行日
■朝市（6：00 ～冨士
センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談
■年金・労働相談（10：
00 ～ 15：00市役所）

■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

□女性生き生き相談
□夜間証明書発行日
□こころの相談（医
師）
■人権・行政相談
（10：00 ～ 15：00 西白
井複合センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

17 18 19 20 21 22 23
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談 （精神
保健福祉士）
■住宅増改築無料相
談会（13：00 ～ 16：00
市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

■朝市（6：00 ～市役
所）

24 25 26 27 28 29 30
□休日証明書発行日
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談 （精神
保健福祉士）

□女性生き生き相談
□夜間証明書発行日
■夜間窓口納付と納
税相談 （17：15 ～ 20：
30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

31
■朝市（6：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談 （9：00 ～ 12：00
市役所）

　　　文化会館　　　☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。

夜間・休日証明書発行日
夜間　第2・4木曜日　17：15 ～ 20：00
休日           第2・4日曜日                 8：30        ～   12:00
市民課　内線3143、課税課　内線3131

夜間・休日証明書発行日

各　種　相　談
□消費生活相談　月・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線
3294（商工振興課　内線3242・4）
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）
市役所相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日　8:30 ～
17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～木曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター
（要予約）　企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日　10:00
～ 15:00（弁護士来庁日は8:30から窓
口で受付）　保健福祉センター　社会
福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センター
ボランティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター
子育て相談窓口☎（497）3477
□こころの相談　（医師による相談）
第2木曜日　10:00 ～ 12:00　（精神保
健福祉士による相談）第3・4水曜日
10:15 ～ 15:00　保健福祉センター　
保健福祉相談室☎（497）3491　（要
予約）

各　種　相　談

　　　郷土資料館　　　☎(492)1124

健康相談　健康課保健予防班☎(497)3495

項　目 内　容 日　程

常設展「白井のあゆみ」原始・古代から現代までの白井を紹介 9：00 ～ 17：00

項　目 内　容 日　時 金　額
子ども投映
ロイ君アワー

だれがおひさまか
くしたの 日曜日　11：00

市内　大人
210円、子
ども100円
市外　大人
310円、子
ども150円

一般投映

宇
そ ら

宙と88の星語り
～春の星座

土・日曜日　13：30

星空を旅しよう
2009春～星空世界
一周

24日㈰まで
水・金・土・日曜日
15：00

皆既日食～天上の
宝石

30日㈯～
水・金・土・日曜日
15：00

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天
候により中止の場
合あり）

9日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会
月、土星、プレセ
ペ（M44）ほかの
観望

9日㈯
19：00 ～ 20：15

大人100円
子ども無料

マタニティ・
コンサート
+α

絵本の読み聞かせと
星の誕生のお話
(保育は16日㈯まで
に電話予約）

21日㈭
13：30 ～ 14：40

市内在住の
妊婦さんは
無料、市外
大人310円

※7日㈭・8日㈮は保守点検のため、26日㈫から29日㈮は番組入れ
替えのため、一般投映はお休みです。

日　程 時　間 場　所
20日㈬

10:00 ～ 11:30
西白井複合センター

22日㈮ 保健福祉センター
対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が
対応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。
　22日㈮は食事や栄養について栄養士に相談したり、子どもの身
長や体重を測定することができます。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

3日㈰

大

映画｢オーストラリア」 10:15
13:30 1,200円 エヌ・アイ・エス

☎（491）5525

10日㈰
千葉ニュータウンフィル
ハーモニーオーケストラ
第10回定期演奏会

14:00 800円（当日券のみ）
平石
☎（491）7731

17日㈰

Aya ballret studio第3回発表
会
1部　バレエコンサート
2部　ドンキホーテ全幕

16：00 無料 前田
☎03（3754）8520

24日㈰

大杉一男歌謡祭＆カラオケ
大会 9：40 2,000円程度

大杉一男歌謡祭実
行委員会
☎（492）0609

中 日曜日の小さなコンサート 13:00

無料

花ヶ崎
☎（492）3073

31日㈰ 大 スワンバレエスタジオ第12
回発表会 15：30 鈴木

☎（491）1489

※主催者の都合により内容が変わる場合があります。

　　　　図書館　　☎(492)1122

項　目 日　時 対　象

おはなしかい 20日・27日（各水曜日）
15：30 ～

一人でお話の聞けるお
ともだち

親子おはなしかい 27日㈬　11：00 ～ 市内在住の小学校未就
学児とその保護者

※図書館の開館時間は火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時、日曜日は午前9時30分から午後5時です。
　18日㈪までは特別整理期間のため、休館です。

乳幼児健診・予防接種
健康課母子保健班☎(497)3495

日程 場所 受付時間 対象

4カ月育児相談
7日㈭

○保
9:30 ～ 10：00

20年12月生まれの人
26日㈫ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
21日㈭ ○保 9:30 ～ 9:45 20年7月生まれの人

1歳6カ月児健康診査
15日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 19年10月生まれの人に
は個人通知19日㈫

3歳児健康診査
8日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 17年11月生まれの人に
は個人通知12日㈫

2歳児歯科健康診査

20日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 18年11月生まれの人に
は個人通知

三種混合
13日㈬

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から90カ月
未満の人14日㈭

18日㈪

ポリオ
22日㈮

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から90カ月
未満の人

27日㈬

28日㈭

29日㈮

※予防接種日程は集団接種です。個別接種についてはお問
い合わせください。
　場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）、
○複は西白井複合センター、○桜は桜台センターです。
　該当すると思われる人で通知のないときは、お問い合わ
せください。

○保

プラネタリウム館　☎(492)1125

○保

○複

○桜

○複

○桜

文化センターは3日㈷憲法記念日を開館し、12日㈫
を臨時休館します。


